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アウトドアに家具に強いのは？
知っておきたいブランド3選
アウトドア家具を語る上で欠かせないブランドや
屋外家具専門メーカーを紹介。新作情報にも注目を！

佐藤オオキ率いるデザインオ
フィス、nendoとコラボレー
ションした最新コレクショ
ン「花嵐 Hana-Arashi」の回転
チェア。端材を花びらのよう
に使い、新たな資源の消費を
最小限に抑えたサステナブル
なコレクション。価格未定／
パオラレンティ ジャパン

花嵐
Hana-Arashi
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　1999年に北イタリアの自然豊かな町、ヴァレーゼで設立し
たアウトドア家具ブランド。内と外の境界を無くす「IN and 
OUT（イン アンド アウト）」の理念を掲げ、室内のインテリア
同様の快適さとデザインを追求したアウトドア家具を展開す
る。デザインはロドルフォ・ドルドーニをはじめ、ピエロ・リッ
ソーニなどの人気デザイナーを起用。屋外家具の可能性を広げ
るリュクスなアイテムは、世界各国のラグジュアリーホテルや
ヴィラ、クルーザーで導入されてきた。イタリアブランドらし
い太陽の下が似合うアウトドア家具が人気を集めている。
　家具の多くに、チーク材を使用しているのもロダの特徴。エ
イジングに伴う自然な木の変化を楽しむことを提案しており、
基本的には無塗装のチーク材を採用している。屋外環境で使い
続けていくと木はシルバーグレーに変化していき、渋みが増し
た味のある風合いを味わうことができる。

「アウトドアハピネス」を追求するイタリアブランド

右上　新作ソファ「エステン
ド」のイメージルック。クッ
ションにはカビや劣化を防ぐ
ハイドロレイン技術を使用。　
左　色落ちしにくく対候性に
優れた素材「ベルト」。長く愛
用してもらうために、素材選
びにこだわっている。

B r a n d _ 3  

T R I B Ù

　ベルギー発のトリビュは、1966年にガーデンファニチャー
を扱う家族経営の企業として誕生。現在でも家族経営を貫いて
いるアットホームなブランド。87年に現会長ロード・デコック
の下で、伝統的な屋外家具をモダンなスタイルへと変化させた
トリビュブランドを確立。99年にはアウトドア家具専門ブラ
ンドとして初めて、ミラノ・サローネに出展した。
　建築、インテリア、家具が調和して一つの建築に溶け込むとい
うバウハウスの哲学に根ざし、控えめながらも贅沢さを演出す
る「ディスクリート・ラグジュアリー」なデザインを得意とする。
モニカ・アルマーニやヤブ・プッシェルバーグなど、コレクショ
ンごとに人気デザイナーを迎え、トリビュの世界観を保ちなが
らデザインの幅を拡大。耐候性素材の開発や修繕可能な構造づ
くりにも注力し、長く愛される屋外家具を追求している。

屋外家具にエレガンスをまとわせた先駆的ブランド

モニカ・アルマーニがデザインを担当した「トスカ」コ
レクションのアームチェア。ニットような幅広のト
リコードを編み込んだ上品なデザインは、このコレク
ションを象徴するものとなっている。（W59×D65
×H71×SH42.5㎝）¥330,000／ニチエス

トスカ アームチェア
左 トリビュが独自開発した

「トリコード」。研究を重ね、
見た目は柔らかだが、100%
の耐候性を実現。 下　2024
年の新コレクション「スロ」。
彫刻的なアプローチを得意と
するデザイナー、クリストフ・
デルコートが手掛けた。

上　アウトドア家具で使用さ
れる独自素材「ロープ」。高い
耐久性を持ち紫外線に強くカ
ラー展開も豊富。　下　ファ
ブリック「マリス」を張ったソ
ファ「ハーバー」など、グリー
ンでスタイリングしたブラン
ドの世界観あふれる空間。

手触りの良いコードが張られた、アームレス・チェア。木の葉の
ようなフォルムが特徴で、軽やかな見た目と身体にフィットする
座り心地の両方を実現。ロッキングやハイバックも展開。（W95
×D90×H76×SH37㎝）¥512,600／アルフレックスジャパン

レイズ ラウンジチェア
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　1994年、グラフィックデザイナー出身のパオラ・レンティがミラノ
で設立した家具ブランド。インドア、アウトドアどちらの家具も展開
するが、高い性能を備えたカラフルで華やかなアウトドア家具が世界
中で支持され、ブランドのアイデンティティにもなっている。
　パオラレンティのモノづくりの核となるのが、素材。研究を重ね、ツ
イッギーと呼ばれる耐久性に優れた高性能な糸を独自開発したほか、
リサイクル可能な素材を使用するなど環境にも配慮し、日々素材に妥
協しないものづくりを進めている。さらに高い技術を持つイタリア国
内の職人を起用し、現在もメイド・イン・イタリアを徹底。プロダクト
の多くは、素材の特性を生かし、豊かなカラーリングが自然と調和をす
るようにシンプルなフォルムでつくられている。
　2024年のミラノデザインウィークでは、佐藤オオキ率いるnendoと
のコラボレーション「花嵐 Hana-Arashi」を発表するなど、パオラレン
ティのものづくりはさらなる広がりを見せている。また、2026年に
は環境に配慮したオリジナルのブティックホテルをイタリアで開業予
定とあり、今後の動きにも目が離せない。

研究を重ねた素材と、心躍るカラーリング
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